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 182 名の新入生（1 年生 175 名、編入学生 5 名、転学類生 2 名）を迎えて、法学

類の新年度がスタートしました。法学類月報第 41号では、法科 

大学院の本間学先生のエッセイ、貿易実務検定のニュース、 

各種お知らせをお届けします。 

 

 

◆◆教員エッセイ◆◆   第 8回 本間学先生 （法務研究科・民事訴訟法） 

 専門は民事訴訟法で、とりわけ国際民事訴訟法、比較民事訴訟法に関心があります。

法学類では隔年で「民事執行・保全法」と「倒産法」を担当していますが、公務員試

験とはあまり縁のない選択科目ですので、多くの学生さんにとっては、「誰だ、こい

つ」というのが正直な感想でしょう。キャンパス内をピアノの鍵盤柄のトートバック

を抱えて歩いているおじさんがいたら、たぶんそれが私です。 

 学生の皆さんにとって、民事訴訟法は「鬼門」のようです。昔から、民事訴訟法（＝

民訴）は、抽象的で難解な「眠素」であるとか学生さんに陰口を叩かれてきたのです

から。そのためか、「なぜ、民訴なんて勉強しようと思ったのですか」とよく聞かれ

ます。最初のきっかけは「家栽の人」というマンガですから、本当に軽いノリです。

その後、「エキサイティング民事訴訟法」という法学教室の連載に出会いました。二

人の研究者が中心になって「紙上ガチバトル」をやるという企画で、この連載を底な

しに面白いと感じたのが、私にとっては大きかったように思います。 

 とはいえ、勉強し始めの頃には「眠素」に苦労し、ソウルジェムを濁らせた時期も

ありました。今から思うと、やりようによってはこの苦労は軽減できたように思いま

す。授業では、私のような苦労をしなくてもよいよう工夫をし、多くの学生の皆さん

に（広い意味での）民事訴訟法学の魅力を伝えたいと考えています。 

 

 

「貿易実務検定®」B級合格者が出ました！

 昨年 11 月、法学類 4

年（当時）の山根拓也さ

ん・村田光さんが貿易実

務検定® B 級に合格しました。この級は、基

礎知識を問う C級とは異なり、細かい手続き

や法規則、書類知識など、より深い知識と高

レベルの貿易英語が問われる難易度の高い級

です。「貿易業務の中堅層」と位置付けられる

即戦力レベルの級への在学中の合格は、本学

類の学生の潜在能力の高さを示すものです。



 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

今後の在学生のみなさんの挑戦も期待してい

ます。 

山根さんのコメント：「貿易実務検定®では、

国際取引法の授業で法的な側面から学んだ国

際取引を実務的観点から知ることができます。

ドメスティックの限界にある現代においては、

国際取引について学ぶことはとても有意義で

あり、その実務を垣間見ることのできる貿易

実務検定®は、自分の将来を考える際に幅広

い視野を与えてくれます。世界を股にかけて

活躍したい人、あるいは何をしたいか迷って

いる人は、是非トライしてみることをお勧め

します。」（Chubb 損害保険㈱に就職） 

村田さんのコメント：「現在入社したばかり

の私は、まだ本格的な業務には参加していま

せんが、就職先の企業では海外の顧客との取

引も頻繁に行われており、貿易実務の知識も

大いに活かせると思うのでワクワクしていま

す。私は就活後に貿易実務の勉強を始めまし

たが、勉強しておいてよかったと思います。」

（㈱金沢村田製作所に就職） 

（国際私法・国際取引法担当 羽賀由利子）

  「民事無料法律相談の対応状況」（2016年分） 

 公認サークル「金沢大学法律相談所」は、2016 年中に市内法律相談 38 件、

出張法律相談 77 件の、あわせて 115 件の相談に対応しました。前年から 22

件減少しましたが、秋以降の相談件数は増加傾向にあるということです。内容

は相続関係が 4 割（47 件）と突出して多くなっており、高齢化社会の進展を反

映しているようです。 

 

 

3 月 31 日付で、法学類の櫻井利夫教授（西洋法制史）が定年

退職されました。また、齊藤高広教授（経済法）が退職され

ました。 

4 月 1 日付で、山本竜大先生（政治コミュニケーション論）

が教授に昇任されました。 

 

 

 

 

法・経済学類学務係の川﨑真由美さんが、4 月 1 日付で石川

工業高等専門学校学生課に転出となりました。 新しく高瀬

朋美さんが異動してこられました。 

 

教員人事のお知らせ 

人事のお知らせ 
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